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朝の個人読書から、集団読書を核とした
全校での読書教育の展開を
一中学校読書指導実践小史から見た課題一
中学校で読書指導を実践する土での最大の
困難は、中学校は小学校の学級担任制と違っ
て教科担任制であり、読書指導は国語科が実
施するものという考え方が強いため、学校全
体の読書教育としての広がりのある展開がで
きにくいということである。
小学校においては、ある程度の読書指導、
読書教育の充実を見せているのであり、発達
段階から考えても、中学校ではさらに力を入
れて読書指導を実施すべきであるが、中学校
の現実は小学校の実践レベルより低い段階に
あるといってよい。
中学校での上記のような問題点は、現在で
も同じように存在するが、 「朝の読書」が広
まり、 「総合的な学習の時間」で学校図書館
を使った調べ学習が展開されるようになって
きた。加えて、 2003年度からは司書教諭が配
置され、読書教育の企画、推進の役割が期待
されている。
本論では、これまで、中学校において読書
指導をどのような手立てによって実践してき
たのかについて、学校図書館担当者として身
近な雑誌である『学校図書館.1 (1950年9月
創刊 全国学校図書館協議会・発行)の実践
報告等から時代を区切って今後も継承してい
くべき実践を見い出し、中学校教師の自覚を
促し実践の向上をはかるべく、今後の読書指
導の展望を論じていきたい。
1. 1940年代後半~1950年代
この時期は多くの学校にあっては学校図書
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館をつくり、生徒はどのような本を読んでい
るのか、あるいは生徒にどのような作品を読
ませたらよいのかを探っていった時期である。
文部省は、 1952年・ 1953年の2年問、学校
図書館の実験学校として東京都港区立氷)1小
学校と神奈川県川崎市立富士見中学校を指定
した。研究内容は、富士見中学校の著作『中
学校における図書館経験の展開と指導J(東
洋館出版社 1957年4月)によると、 「義務
教育の終期までに、どのような図書館経験を
与えたらよいかJということで、内容は「図
書館経験の分析、図書館の利用指導や読書指
導の体系および指導の展開、図書館経験の評
価とテスト索の作成など」であった。
氷JI小学校は、その著作『小学校における
学習指導と図書館活動.1 (東洋館出版社
1957年2月)において、利用指導や読書指導
の実践を記している。しかL、富士見中学校
は、その著作の中に利用指導や読書指導の実
践を記していない。それによって、読書指導
などの実践がなかったということではないが、
著作の中に残せなかったというのは残念なこ
とであった。
全国学校図書館協議会は、 1958年10月に
『何をどう読ませるか』を出版した。これ
は、全国各地の読書指導の実践者が、生徒に
読ませたい作品を具体的な読書指導の内容を
記しながら勧めた現場教師向けの手引書であ
る。その『第四群 中学校Jでは、中学生の
読書指導の目標を、幅広い読書を進めながら、
「人生や社会について学んでゆく読書Jを
中心においた。取り上げた作品の一部を記す
と、 「芥川龍之介名作集Jrアンクル・トム
ス・ケピンj r君たちはどう生きるかJ
『ジャン・ヴァルジャン物語 j r次郎物
語Jrピルマの竪琴j rヘッセ名作集.1 r山
本有三集』なと:'50冊であった。特徴としては、
出版的な観点から作者個人の名作集が1点も
取り上げられたことである。上記以外にも菊
池寛、壷井栄、宮沢賢治などがとり上げられ
た。
『何をどう読ませるかJはある程度学校に
浸透し、この出版より前の1955年から始まっ
た読書感想文コンクールの全国入選では1950
年代、 1960年代は上記の作品あるいは作者の
作品による入選が多かった。
2. 1960年代-1970年代前半まで
いくつかの調査から、この両年代の中学生
は部活動で帰宅が遅く、宿題や塾(文部省調
査で1976年の中学生の塾通いは38%)、そし.
てテレピ、マンガ、読書(雑誌など)に時間
を使うという姿がはっきりと見えてくる。
帰宅後の家庭での読書があまり期待できな
いということで、それまでは課外読書という
考え方もあったのであるが、学校内での読書
の時間の設定が課題となり、読書会としてそ
の実践に取り組んだ学校が出てくる。
まず、前述の『何をどう読ませるか』を参
考にして国語科としての課題図書の読書会を
実施した名古屋市立守山西中学校を取りあげ
る(水野操「中学校における読書指導の実
践」日本読書学会の学会誌『読書科学J通巻
第32号 1965年9月)。守山商中では「教養
を深める楽しみ読み」として「道徳の時間」
に読書活動を実施した。集団読書の課題図書
として、 l年生は「芥川龍之介名作集Jrエ
イプ・リンカーン』など、 2年生は「赤毛の
アンJr原爆の子』など、 3年生は『ロマン
・ロラン名作集.i r君たちの天分を生かそ
うJなどを指定して読書会を実施した。
次に、生徒数二千数百名のマンモス校・大
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阪市立浜寺中学校における実践を取り上げる
(斎藤はるみ「わが校における読書会」
『学校図書館.11965年7月)。 数多くの学
級担任の中には、読書会の進め方がわからな
いという教師もいたため、斎藤はるみを始め
とする国語科の教師が見本の授業を展開して、
その後全校で取り組んだというものである。
時間としては、 「道徳の時間」と「学級活
動」の時間に実施した。短編だけではなく、
l年生では『ああ無情J、2年生では『君た
ちはどう生きるかJ、3年生では『次郎物
語』という長編を扱った学級もあった。
では、このような読書会はどの程度実施さ
れていたのであろうか。全国学校図書館協議
会が、同会の研究員の勤務校100校に調査依
頼し、 66校からの回答を得たところによると、
小学校20校のうち13校 (65%)、中学校25校
のうち11校 (44%)、高等学校21校のうち 6
校 (29%)が学級単位の読書会を実施してい
た(r学校図書館.11965年7月)。回数とし
ては、年間3-5回が多かった。
全国学校図書館協議会研究員の勤務校での
調査であることや回答のなかった学校では実
施していなかったと考えたとしたら、もう少
し実施率は低いものと思われるが、守山西中
学校や浜寺中学校のように「道徳の時間Jや
「学級活動」の時間に読書活動を実施すると
いう流れは、 1970年代に入っても続く。
例えば、神奈川県藤沢市立御所見中学校で
も、これらの時間に読書活動を実施した
( r学校図書館.11973年12月) 0 i道徳の時
間」に読書活動を実施するというのは、 「種
々検討の結果、道徳の授業を読み物資料の形
ですすめる場合にはその資料としての読み物
を読書指導教材から採用するという方法を
とった」ものである。実践記録には、学級読
書会での話し合いが詳しく記録されている。
それによると、読み物の作品の選定では、
「読み通す能力の問題、費用の問題、生徒の
感動・意欲の問題など」から短編を選定して
いる。一教材は2-3時間で扱い、読むのは
家庭でおこない、 「読書の時間I迄に簡単な
メモを読書ノートに記録して話し合いに入っ
ていくという型であった。
前出の大阪市立浜寺中学校では、実験的に
長編に取り組む学級もあったが、多くは御所
見中学校のように短編での読畜会が多かった
ようである。
ところで、上記のような学級での読書会を
生徒はどのように受け止めていたのだろうか。
「私たちの読書会」と題した、大阪市内三校
.六名の生徒の座談会記録から生徒の発言を
取り上げる(r学校図書館J1965年7月)。
「読書会で何を得るかJについては、 「人
の感想を聞いていてね、自分ではそう思わな
かったところでも、人がああいうふうに感じ
たのかなあと思いますとね、こんど自分が読
むときは、そういうところに気をつけてみた
らいいと考えられますJI本を読んでいてそ
の本の主題とかを考えますときにね、自分で
読んだだけであったら、ばく然としていると
ころがあるんです。それが、みんなで話し
合っているうちに、今までぼんやりしていた
主題がわかってくるような気がします」とい
うように、集団読書のよさを語っている。
次に、 「読書も勉強か」については、
「やっぱり本は読まないといけないと思いま
す。本を読んだら、何かその後で自分が成長
するみたいに思いますJr本を読むのは人生
勉強だと思います」というように読書の意義
を認めていたのである。
3. 1970年代後半-1980年代
1978年からの学習指導要領では「ゆとりの
時間jが設定された。この「ゆとりの時間J
を使って読書活動の研究を実践した報告
( r学校図書館.11978年7月)を取り上げる。
岡山県倉敷市立東中学校は、 「良書を求め
親しむ生徒を育てるJを研究テーマとし、具
体的な読書活動として、 「全校朝の読書」を
春と秋に10日間ずつ実施した(何分であるか
は報告からは不明) 0 また、 「ゆとりの時
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間」から「図書館の時間」を作り、そこで学
級読書会を実施したのである。そして、 9月
と1月には学級読書発表会を実施した。
この「ゆとりの時間」を使つての読書活動
は1980年代に広がりを見せる。
それについて記す前に、 1970年代後半には、
生徒の読書に対する考え方がどの様であった
のかを見ておきたい。 r学校図書館jは1979
年9月、 10月、 11月に耳って「現代の中学生
は、こう読み、考える」と題した東京都内の
三校・六名の中学生と教員による読書環境を
めぐっての座談会を記録している。
長い記録から、この時期の中学生の特徴的
と思われる発言を選んでおきたい。まず、ど
んな本を読むかについては、 「映聞やテレピ
に影響された本(原作など)J I友達にすす
められて面白そうだから読む」という動機で
ある。読書に対する考えとしては、 「本を読
むということはそれだけで読解力が十分つく
し、それに読解力は数学にも応、用できること
だから、決してむだではないJr読書という
のは、数学だとかのためにやるのじゃなくて、
ただ好きだから読むわけだから、そういうふ
うに硬く考えるのは、私は好きじゃない。
まあ、本来的には勉強というよりも遊びに近
いと思いますJr読書するということは、感
受性を養うとか、自分の考えを伸ばすという
こともあると思うのだけれども、本当の意義
というのは、それだけでなく何かあると思う
のです。(中略)自分で気がつかなくても何
か、知識だけではなくて、もっと別なところ
でプラスになっていることがあると思いま
すjといういろいろな考えを持っていた。
前に引用した1965年7月の大阪地区の中学
生とはずいぶん読書に対する考えが違ってき
ている。例えば「自分で気がつかなくても何
かjというのは、 1965年7月の塵談会では
「人生勉強」とはっきりしていたのであるが、
だいぶ揺らいでいるし、どちらかというと遊
びであるという考えにもなフてきたのである。
1960年代の中学校はスシ詰め学扱であり、
かつ高校入学難の時代であったが、経済成長
期であり、まじめきが通用していた。しかし、
1970年代半ばで高度経済成長政策が破綻し、
まじめさだけではやっていけないという生徒
の気持ちが出ているものと考えてよい。ある
いは、気持ちを楽にして読書するという態度
になってきたとも言える。
1980年代に入ると、先に記した「ゆとりの
時間」を使つての実践報告が多くなり、現在
でも共有でき得る実践が目につく。
島根県大田市立大田一中では、朝の読書か
ら全校読書会へと発展させていった(西本俊
司「“ゆとりの時間"を利用した全校での読
書会Jr学校図書館J1983年6月) 0 忙しい
生徒に「心静かに落ち着ける読書の時間を継
続的に与え、読書習慣を形成させよう」とい
うねらいで1979年から6月中旬、 1月下旬と
l月中句の各期3週間ずつの9週間、毎朝20
分ずつの「全校一斉早朝読書jを実施した。
1981年からは“ゆとりの時間"を活用して、
全校一斉に学級単位で「読書会」を実施し始
めた。年間 2~3 回で、全国学校図書館協議
会発行の集団読畜テキストを購入して実施し
たのである。
この集団読書テキストは、 1967年に発行さ
れ始めたもので、中学校向きとしては『走れ
メロスj r高瀬舟』などで、各校種とも短編
中心である。
このように「ゆとりの時間jは、各学校独
自に時間を編み出して「読書」へと生徒を向
かわせたのである。
1980年代に入ってから、 「ゆとりの時間」
を使つての読書活動の実践が少なからず広
まってきたというのは、中学生が本をあまり
読まなくなったという危機の認識があったか
らである。
毎日新聞社は1954年から「学校読書調査j
を開始し、 1963年からは全国学校図書館協議
会と共同で実施している。対象は全国各地の
小学生、中学生、高校生1200人程度である。
その調査の中に f5月1ヵ月に読んだ本の冊
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数」という項目があり、その回答には 10
冊」つまり f5月1ヵ月には 1冊も読まな
かった」という生徒もいる。そして、そのよ
うな回答の生徒を「不読者」と命名した。た
またま 5月には l冊も読まなかったけれども、
6月以後には読んだという生徒も数多くいる
ことであろう。 IlfHtJの読書にこだわるな
ら、そのような生徒は「不読者」ではない。
また、 l年聞に読んだ冊数を回答させること
が最もまともな調査項目であるというのが、
大方の見方であろう。しかし、そういう批判
は届かず、ともかく 15月1ヵ月にはl冊も
読まなかった・不読者」という生徒の割合が、
1981年には1969年以来再ぴ40%を越えた。そ
れが危機感となって、 『学校図書館』は、
1983年6月号で「中学校の実践事例集一本を
読まない生徒への対策」を特集した。
15月1ヵ月にはl冊も読まなかった」生
徒が「不読者」であるかどうかの見方には是
非がある。しかし、中学生が本を読まなく
なってきたというのは、中学校の教員の実感
であったのである。
ところで、 1984年の全国学校図書館研究大
会・山口大会において重要な指摘がなされた。
それは、ここまで記してきたような読書指導
と学校図書館との関係についてであり、
「授業時間中に利用されている学校図書館で
なければ、学校に存在する理由の多くを失っ
ているのではないか」という指摘であった
( 1山口大会分科会報告・中学校の教科学習
と学校図書館Jr学校図書館j1984年1月)。
学扱や全校の読書では、場所として使用さ
れるのは各教室であって、図書館は普通には
利用しない。学校図書館の活動としては、自
由読書の本や集団読書のテキストを貸し出し
たりすることである。しかし、山口大会で指
摘されたのは、学校図書館と教科学習との関
わりの必要性、教科学習に関連した資料の整
備の遅れについてで、あった。前段の活動は読
書センターとしてのものであるのに対して、
後段の活動は学習センターとしてのものであ
り、読書センターとしての機能に比べるとそ
の実践化が遅れていたのであった。国語科を
担当し、さらに図書主任として読書活動に取
り組んだ人々が、学校図書館の学習センター
化を意識していったのである。
4. 1990年代以後
1990年代以後は、!山口大会で指摘された、
学校図書館を「学習センターjとしてとらえ
た教科学習との関わりを持った実践や、 1998
年の「総合的な学習の時間」の設定前後から
は、学校図書館を活用した調べ学習の実践も
数多く展開されるようになった。
大阪市立大淀中学校は「読書離れの中学生
に働きかける」という実践を展開した(向井
陸子『学校図書館.11991年12月)。大淀中学
校では、 1980年から国語科として 1年生の週
5時間のうち 1時間を主に読書と書道に当て
た。特に l学期は図書館を授業の場とし、利
用のオリエンテーション、読;書ファイル作り、
集団読書、読書感想文の書き方の指導などを
実施した。また、学期に 1回は、 2時間続き
の総合の時間を自由読書の時間として、学年
ごとに実施した。 2時間程度で読める本を用
意し、読み終わったらその本の説明、粗筋、
おもしろかった点や感想などを書いて、それ
を掲示した。それがさらに次に読む本の参考
になった。
富山県高岡市立戸出中学校は、 「中学生時
代に幅広い読書をさせるには」という実践を
展開した(宮林文代 f学校図書館.11993年10
月)。戸出中では、朝の読書や毎月 1回の読
書の時間だけではなく、学習活動にも図書館
資料を活用した授業を展開した。国語科や社
会科で、 「環境汚染に関するレポートj、
「作家調ぺ」、 「職業調べ」などである。ま
た、読書につながる名作ピアオを昼食時にテ
レピ放送をし、そのすぐ後に図書館にある関
連図書を写しだし図書委員が紹介した。さら
に図書について、それまであまり手に触れら
れなかった「生き方を考えるJ r社会問題、
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国際社会を考える」領域の本に色別のシール
を張って、日につくようにしたことで借りら
れるようになった。教科学習に関連した資料
は、別置して「学習コーナー」としたことで
多くの資料が活用されるようになった。
これらの実践は、意図の知何を間わず学校
図書館を「学習センター」として機能させた
と言え、現在につながる実践を提示している。
例えば、 「環境汚染に関するレポート」ゃ
「職業調べ」などは、現在の「総合的な学習
の時間」における学習と結びついている。
付け加えるなら、戸出中は実践の考察で、
r 1年生のていねいな読書指導はそのあと大
きな効果を生む」とした。これは、先に紹介
した大淀中学校が1年生の読書指導に力を入
れた実践につながり、中学校は中学校として
読書指導に責任を負うという実践論で、好感
が持てるものである。
ここまでの実践はすぺて公立の中学校であ
るO ここで私立の中学校の実践を紹介したい。
私立は、中学校・高等学校一貫校が多く、し
かも司書教諭あるいは学校司書が以前からい
る場合も多いので、公立の中学校とは条件が
違うということが言える。また、一般的には、
有名大学への進学者数の多さを誇る中・高一
貫校が多いのであるが、その一方で、読書指
導を確実に実践している学校も多い。
広島県の盈進中学校は、学校5日制にして
いる理由を「土日に読書をしてもらうためJ
と公言し、読書を学校の中心に揖えている
( r学校図書館J1996年10月)。中学校3年
間の各学年で年間100冊を読むのを課題とし、
そのうち60冊は課題図書として設定しである。
感想を含めた読書記録を書かせ、ぞれに対し
て担当教員がコメントを奮いていくという実
践である。その読書記録は、国語科の授業で
紹介し、生徒の表現を生かして使っていく O
生徒が年間100冊を読み、記録を書くには膨
大なエネルギーが必要である。それを担当教
員が支えているのである。
中学生の読書は落ち込み、感想を書かせる
ことに批判も多い現代にあって、盈進中の実
践は将来に向かつて見習っていくべき実践で
ある。
2000年は「子ども読書年Jで、中・高生関
連としては、全国学校図書館協議会、岩波書
庖、毎日新聞社の共催で中・高生読書の集い
が聞かれた。
2002年からは完全週休2日制となり、また、
総合的な学習の開始、朝の読書の広まりなど
で、中学生の読書活動の低落傾向に歯止めが
かかることが期待された。先に紹介した「読
書調査」における2002年5月の調査結果では、
r5月1か月の平均読書冊数」においては中
学生は、 2000年、 2001年の2.1冊からさらに
2.5冊になり、 ro冊j者も1978年以来の30
%台 (32.8%)となり、少なからず、今後に
も期待を持てる結果となった。
5.今後の実践の展望
ここまで、中学校における読書指導実践の
大まかな流れを辿り、実践小史としてまとめ
てきた。初めに問題とした、中学校における
教科担任制のもとでの読書指導の難しさの克
服についての実践は、次のようにまとめられ
よう。
第ーには、国語科の教師などが呼びかけて
「学級活動」ゃ「道徳の時間」に、読書会を
展開した。
第二には、 「ゆとりの時間」を使って全校
読書会なども展開した。また、 「朝の読書」
も1970年代から実践されていた。とれらは、
毎週1時間ということではなくとも、月 l回
の実施であったり、あるいは校内行事などが
少ない落ち着いた時期に実施するなどの工夫
をしていった。
第三には「総合的な学習の時間jを使って、
学校図音館資料をも用いた調べ学習が展開さ
れるようになった。
第四には、生徒の読書に対する考え方が、
「人生勉強」から「楽しむ読書jになってき
ているのであるが、例えば盈進中学校のよう
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に、生徒が時聞かけても考える読書に向かう
ような学校ぐるみの着実な取り組みも行なわ
れるようになった。
以上のような先達の実践を、我々も引き継
いでいかなくてはならない。そして、そのよ
うな意欲に対しての追い風も吹いてきた。
2003年1月に文化審議会国語分科会は、
「これからの時代に求められる国語力」につ
いての審議経過の概要をまとめた。これから
の時代に求められる国語力の中核として、
「考える力Jr感じる力Jr想像する力」
「表す力」などを挙げ、それらを身に付ける
ための方策の一つに「読書の広汎な勧め」が
重要であるとの意見が多くなりつつある
( r教職研修j2003年4月)。
文化の中核であり、基盤である国語、その
国語力を身に付けるための読書という考え方
はこれまであまりなかったことであり、この
ような考えを素直に受け入れて、読書活動の
推進を考えていくべきである。
読書を「考える力Jr感じる力Jr想像す
る力Jr表す力」と結びつけるには、中学校
では約50%(文部科学省の2001年分調査)に
広がってきた「朝の読書」のような個人読舎
だけに頼るのではなく、授業を通して文章を
じっくり読み込む読書によって、自己の変革
を促す読書指導を具体的に推進していかなく
てはならない。
これまでの実践史で見てきたように、学校
という集団性を生かした読書、集団読書に
よって個人の考えを広め、深め、あるいは読
書からのコミュニケーションを計って行く必
要がある。本論で見てきたように集団読書に
は、自己中心ではなく、他人の考えの存在を
認め、それを自分にフィードパックさせる働
きがある乙とを生徒も認めてきている。また、
読書感想を書かせる指導l立、コンクール用と
してではなく、自分の考えを深め、表現力を
付けさせ、授業に生かしていく方向であるな
らば、生徒の共感も得て非常に有効である ζ
とも実践で証明されている O
「朝の読書」からもう一歩進めた、上記の
ような読書指導の学校ぐるみの実践の拡大が
求められている。
司書教諭は、そのような全校での読書教育
の企画を粘り強く推進していくべきであり、
そこに中学校での読書指導の改善の成否がか
かっている。また、司書教諭は各担任をサ
ポートしていくべき存在でもあり、大きな期
待がかかっている。
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